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８月９日　閉会総会で戦争法案廃案を訴える

８月９日　閉会総会にて
左から二戸・本部・釜石からの参加者

８月８日　佐世保港のイージス護衛艦

　

８
日
の
佐
世
保
基
地
調
査
行

動
に
は
１
７
３
人
が
参
加
。
バ

ス
で
佐
世
保
市
内
を
め
ぐ
り
、

射
撃
場
・
米
軍
住
宅
・
関
連
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。
海
上

フ
ェ
リ
ー
で
は
、
穏
や
か
な
佐

世
保
港
内
の
い
た
る
所
に
貯
油

所
、
弾
薬
庫
、
海
軍
補
助
施
設

な
ど
が
あ
り
、
イ
ー
ジ
ス
護
衛

艦
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
対
応
艦
は

と
て
も
大
き
く
、
脅
威
を
感
じ

ま
し
た
。
佐
世
保
市
の
こ
れ
ま

で
の
歴
史
を
学
び
、
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
戦
争
準
備
に
怒

り
を
感
じ
ま
し
た
。（
○
○
○
）

　

始
め
て
世
界
大
会
に
参
加

し
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

の
実
現
に
向
け
、
世
界
各
国
で

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
運
動

が
盛
ん
な
事
を
知
り
ま
し
た
。

被
爆
者
は
現
在
も
そ
の
後
遺
症

と
闘
っ
て
い
て
、
苦
し
み
は
癒

え
る
こ
と
が
な
い
と
知
り
ま
し

た
。
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
り
、
そ
の
残
虐
性
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、世
界
に
、

後
世
に
被
爆
の
実
相
を
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
被
爆
者
の
平
均
年
齢
も
80

歳
を
超
え
、思
い
を
受
け
継
ぎ
、

出
来
る
こ
と
を
考
え
、
進
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。釜

石
支
部　

○
○
○
○
○

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

私
の
原
爆
の
知
識
は
、
小
説

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
知
っ
た
ご
く

わ
ず
か
な
も
の
で
す
。
４
日
間

の
世
界
大
会
を
通
し
、
自
分
の

目
で
見
た
も
の
は
そ
れ
を
遙
か

に
超
え
る
も
の
で
し
た
。
世
界

大
会
の
中
で
実
際
に
被
爆
者
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
被
爆
当
時

の
た
だ
れ
た
身
体
の
写
真
、
死

体
の
転
が
る
瓦
礫
一
面
の
町
の

様
子
「
こ
の
先
を
ど
う
生
き
て

い
く
の
か
考
え
た
」
と
い
う
心

情
な
ど
、
正
直
話
し
を
聞
く
の

が
辛
い
内
容
で
し
た
。し
か
し
、

そ
れ
は
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く

私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し

た
。
他
に
も
平
和
公
園
、
原
爆

資
料
館
等
、
長
崎
の
原
爆
に
関

連
し
た
場
所
を
訪
れ
、
実
際
に

自
分
の
目
で
見
た
こ
と
は
、
私

の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

二
戸
支
部　

○
○
○
○

	 	８月７日〜９日、原水爆禁止世界大会・長崎

のつどいが開催され、6,000人が参加。岩手県

代表団として34名、うち県医労からは４名（久

慈・二戸・釜石・本部の○○○中執）が参加し

ました。被爆70年の集会は、核兵器廃絶の為に

「今、自分が何かをしなければいけない」と決

意を新たにする大会となりました。

戦後・被爆70年

長崎を最後の被爆地に！
原水爆禁止世界大会 in 長崎

「戦争するな」
「核兵器なくせ」

２
０
１
５
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
・
長
崎
に
参
加
し
て
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た
た
か
い
で
、２
年
連
続
引
き
上
げ

 
県
人
勧
は
、「
総
合
的
見
直
し
」阻
止
が
焦
点
に

８月15日　左＝岩手県革新懇・シール投票　戦争法案について説明中
　　　　　右＝赤紙配布行動で外国の方にも説明８月10日　釜石市内をデモ行進

国家公務員の
給与等の勧告

し
、
実
質
賃
金
が
大
幅
に
目
減

り
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

生
活
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
引
き

上
げ
幅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
岩
手
県
は
実
施
し

な
か
っ
た
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
を
前
提
に
し
た
も

の
で
あ
り
、
秋
に
出
さ
れ
る
岩

手
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
向

　

国
家
公
務
員
へ
の
２
年
連
続

の
給
与
引
き
上
げ
勧
告
が
、
８

月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
２

年
連
続
の
引
き
上
げ
は
、
24
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
こ
の
引
き

上
げ
は
、
賃
金
改
善
を
求
め
る

私
た
ち
の
共
同
の
た
た
か
い
の

反
映
で
す
が
、
消
費
税
増
税
や

円
安
等
で
消
費
者
物
価
が
上
昇

け
た
、「
総
合
的
見
直
し
」
を

導
入
さ
せ
な
い
運
動
が
大
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
時
金
、
初
任
給
の
引
き
上

げ
、
単
身
赴
任
手
当
の
引
き
上

げ
の
一
方
で
、
柔
軟
で
多
様
な

な
働
き
方
と
し
て
「
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
」
導
入
が
勧
告
さ

れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

１
日
の
労
働
時
間
は
８
時
間
以

内
を
徹
底
し
、
長
時
間
労
働
の

実
効
あ
る
規
制
や
労
働
時
間
短

縮
、
必
要
人
員
の
確
保
こ
そ
必

要
で
す
。
さ
ら
に
、
50
年
前
の

「
月
８
日
以
内
夜
勤
」
と
い
う

人
事
院
夜
勤
判
定
が
い
ま
だ
に

遵
守
さ
れ
て
い
な
い
実
態
に
か

ん
が
み
、
夜
勤
規
制
の
義
務
化

な
ど
実
効
あ
る
措
置
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

戦争法案反対！！

給与勧告の骨子（ポイント）

 月例給、ボーナスともに引上げ

１、民間給与との較差（0.36％）を埋
めるため、俸給表の水準を引上げ
るとともに、給与制度の総合的見
直しにおける地域手当の支給割合
を引上げ

２、ボーナスを引き上げ（0.1月分）、
民間の支給状況等を踏まえ勤勉手
当に配分

 給与制度の総合的見直し

2016年度（平成28）において実施する措置
１、地域手当の支給割合の引上げ
２、単身赴任手当の支給額の引上げ

　

毎
年
８
月
は
、

広
島
・
長
崎
の
原

爆
投
下
や
終
戦
記

念
日
な
ど
で
平
和

の
宣
伝
署
名
行
動

を
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
国

会
で
「
戦
争
法

案
」
が
審
議
さ
れ

て
お
り
、
お
盆
期

間
に
も
県
内
各
地

で
、「
戦
争
法
案

反
対
」
と
デ
モ
行

進
や
署
名
行
動
な

ど
が
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

８
月
13
日　

小
雨
の
中
、一
関
市
内

を
軽
ト
ラ
で
行
進
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「
入
院
ベ
ッ
ド
の
復
活
を
！
」

　
　
　
「
入
院
ベ
ッ
ド
の
復
活
を
！
」

　
　
　

県
立
病
院
無
床
化
の
６
地
域

　
　
　
　
　
　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

「つなげよう保育・子育ての輪」
第47回全国保育合研 in 東京

〜参加者の感想〜

　8月1日〜 3日有明コロシアム・明治大学和泉キャンパ
スなどを会場に子育て講座・分科会・記念講演等が開催
され、全国から10,854人が参加し、県医労からは３名
が参加しました。

私は、５年ぶりの参加です。暑い中全国から
参加した保育者、研究者、保護者、学生は「よ
りよい保育のために必要なこと」を学び合う
という熱気であふれていました。子どもを理
解するために、子どもと遊び、職員間で子ど
もの姿をしゃべり合い、書き、聞くことが大
切とのことでした。皆でつながることと学ぶ
ことの大切さを感じた大会でした。

自我が育つ時期はその子らしさ

が育つ時期とも言われます。保

育の仕事は自我の育ちを支える

仕事で、高度な専門職。一人ひ

とりの心に寄り添って、大切に

育てていきたいです。「子育て

の目標は我が子の持ち味を大切

にすること」。院内保育所のあ

り方、運営につなげていきたい

と思います。

初めての参加でした。自
分と同じように悩み、考え
たりしながら、子どもたち
の成長、未来のために頑
張っている仲間がいる事
を知り、自信になりました。
これからも子どもたちが
安心して楽しい毎日を送
れるように、サポートして
いきたいと思います。

記者会見でアンケートの概要を説明する中野委員長

アンケート結果をまとめた報告書（左）とダイジェスト版（右）

　

県
医
労
が
事
務
局
と
な
っ
て

い
る
「
地
域
医
療
の
充
実
・
県

民
の
命
を
守
る
連
絡
会
」
と
岩

手
県
地
域
医
療
を
守
る
住
民
組

織
連
絡
会
は
、
こ
の
春
、
県
立

病
院
が
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
と

な
っ
た
６
地
域
の
住
民
の
み
な

さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、こ
の
程
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
無
床
化
か

ら
６
年
経
過
し
た
九
戸
村
、
紫

波
町
、
花
巻
市
大
迫
町
、
一
関

市
花
泉
町
、
住
田
町
と
４
年

が
経
過
し
た
岩
手
町
で
実
施
。

１
万
４
千
世
帯
に
配
布
し
３
，

２
５
５
世
帯
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
は
、
住
民
の
多
く
の
み

な
さ
ん
が
、
身
近
に
入
院
出
来

る
施
設
が
な
く
な
り
、
夜
間
・

休
日
も
受
診
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
医
療
を
受
け
る
権
利

が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
我
慢
や

負
担
、
不
安
を
押
し
つ
け
ら
れ

て
い
る
現
状
が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。自
由
記
載
欄
に
は
、

「
入
院
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

助
か
る
」「
今
は
ま
だ
大
丈
夫

で
す
が
将
来
不
安
」「
入
院
対

応
・
救
急
対
応
が
で
き
る
病
院

が
な
い
の
は
不
平
等
感
を
感
じ

る
」
な
ど
、
４
割
を
超
え
る
世

帯
か
ら
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
は
７
月
30
日
、
記

者
会
見
で
公
表
し
医
療
局
へ
の

要
請
も
行
い
ま
し
た
。
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いのち

女性部

８月１日、全体会（神戸国際展示場１号館）。
右から２人目、岩手からの参加者

石川康宏さん（神戸女学院大学教授）

金杉美和さん（弁護士）

　
「
生い

の
ち命

を
生
み
だ
す
母
親
は　

生い
の
ち命

を
育

て　

生い
の
ち命

を
ま
も
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
」

　

８
月
１
日
～
２
日
、
第
61
回
日
本
母
親
大

会
が
、｢

戦
争
法
案
反
対
」
の
声
が
全
国
に

響
き
渡
る
な
か
、
い
の
ち
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
二
日
間
で
延
べ
１
１
，
３
０
０

人（
県
医
労
５
支
部
・
本
部
11
名
）が
参
加
し

ま
し
た
。

　

日
本
母
親

大
会
は
、
平

和
、
子
ど
も
と

教
育
、
く
ら

し
、
女
性
と
人

権
な
ど
多
彩

な
テ
ー
マ
で

交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
の

全
体
会
は
２

会
場
に
分
か

れ
、
第
１
会
場

で
は｢

空
飛
ぶ

マ
マ
さ
ん
弁

護
士
」
金
杉
美

和
さ
ん
が
「
憲

法
は
私
た
ち

の
幸
せ
の
た

め
に
あ
る
。

『
誰
も
殺
し
た

く
な
い
、
殺

さ
せ
な
い
』

と
い
う
女
性

た
ち
の
叫
び

が
今
、
国
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
戦
争
法

案
を
止
め
る
運
動
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
元
気
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

第
２
会
場
で
は
、
神
戸
女

学
院
大
学
教
授
の
石
川
康
宏

さ
ん
が
講
演
。｢

今
、
か
つ
て

な
い
広
が
り
を
持
っ
て
憲
法

を
守
る
運
動
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
戦
後
70
年
間
、
先
輩

達
の
運
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ

の
憲
法
は
維
持
さ
れ
て
来
た
。

憲
法
ど
お
り
の
政
治
を
実
現

す
る
た
め
に
学
習
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
の
「
今
日
の
運

動
」
で
は
、
各
地
域
の
戦
争

法
案
廃
案
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
ほ
か
、
岩
手
か
ら

は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
36
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
学
び
、
交
流
を
し

ま
し
た
。　

　

来
年
は
石
川
県
金
沢
市
を

中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

のスローガンを今こそいのち 第61回 日本母親大会 in 兵庫

上
＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
朝
鮮
舞
踊
（
西
神
戸
朝
鮮
初
級
学
校
の
み
な
さ
ん
）

下
＝
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ケ
イ
・
シ
ュ
ガ
ー
さ
ん
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青年部
 

青
年
部
定
期
大
会
は
、
７
月

25
日（
土
）
～
24
日（
日
）盛
岡

市
つ
な
ぎ
温
泉「
ホ
テ
ル
大
観
」

を
会
場
に
、
代
議
員（
23
名
）・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
（
９
名
）を
含

む
13
支
部
・
本
部
45
名
の
出
席

で
開
催
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
の
大

会
成
立
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
議
事
に
入
る
前
に
、
県

総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
の
千
葉
祥

子
さ
ん
を
講
師
に
「
ど
う
な

る
!?
私
た
ち
の
年
金
」
と
題
し

て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
岩
手
医
労
連
か

ら
○
○
○
○
青
年
部
長
が
激
励

の
挨
拶
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
の
運

動
方
針
等
の
提
案
後
、
参
加
全

支
部
か
ら
支
部
青
年
部
の
取
り

組
み
や
職
場
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
、
再
任
さ
れ
た
○
○
青

年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
し
ま
し
た
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
、
８
月

に
開
催
さ
れ
る
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会（
長
崎
）や
ア
ク
ト
イ
ン

サ
マ
ー
（
福
島
）の
参
加
者
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

この新役員メンバーで一年間がんばります！

おつかれさまでした！

わっしょい
わっしょい

退任する○○書記長を
みんなで胴上げ

がんばろう！ 仲間一人ひとりの要求を取り上げ
たたかう青年部を確立しよう

県医労青年部第58回定期大会

2015年度青年部役員
役　　職 氏　　名 支　部

部　　長 ○ ○ ○ ○ 胆　沢

副 部 長 ○ ○ ○ ○ 胆　沢

書 記 長 ○ ○ ○ ○ 南　光

委　　員

○ ○ ○ ○ 久　慈

○○○○○ 二　戸

○ ○ 　 ○ 一　戸

○ ○ ○ ○ 中　央

○ ○ ○ ○ 中　部

○○○○○ 江　刺

○ ○ ○ ○ 大船渡

○ ○ ○ ○ 釜　石
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先
日
４
時
間
半
も
か
か
る
大

手
術
を
行
い
、
す
っ
か
り
顔
が

フ
ー
セ
ン
お
ば
さ
ん
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
私
。
単
身
赴
任
中
の

夫
に
、
こ
の
す
ご
い
顔
を
写
メ

で
送
っ
た
ら
、「
結
婚
前
の
お

母
さ
ん
の
よ
う
だ
♡
」
と
。
ど

ん
な
私
も
愛
し
て
く
れ
る
本
当

に
優
し
い
夫
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
で
す
。

江
刺
支
部
　
フ
ー
セ
ン
お
ば
さ
ん

　

　

　

今
年
度
の
業
務
改
善
の
テ
ー

マ
が
『
５
Ｓ
』
と
い
う
こ
と
で
…

１
年
以
上
も
使
わ
ず
に
捨
て
ら

れ
な
か
っ
た
背
中
や
腹
、
も
も

の
肉
を
今
年
こ
そ
思
い
切
っ
て

整
理
し
ま
す
!! 大

東
支
部
　
七
夕

　

　

　

今
年
の
夏
も
原
発
の
電
力
な

し
で
乗
り
切
れ
そ
う
で
す
。
こ

の
地
震
大
国
日
本
で
１
０
０
％

の
安
全
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
安

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

と
い
っ
て
も
、
も

う
昔
の
こ
と
。
東

南
ア
ジ
ア
の
隣
国

で
あ
り
、
日
本
に

あ
る
米
軍
基
地

が
、
そ
の
出
撃
拠

点
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
戦
争
反
対
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
や
め
ろ
の
運
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
▼
侵
略
者
を

追
い
払
い
、
ベ
ト
ナ
ム
が
勝
利

し
た
の
は
、
高
校
３
年
の
春
で

し
た
。
世
界
史
の
教
師
が
、
満

面
の
笑
顔
で
入
っ
て
き
て
報
告
。

あ
れ
か
ら
、
40
年
が
経
ち
ま
し

た
。
当
時
、
何
が
あ
っ
た
の
か
。

今
の
戦
争
法
案
反
対
の
よ
う
に

「
個
人
」
が
中
心
な
の
か
、
労
働

組
合
な
ど
の
「
団
体
」
が
中
心

に
な
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う

「
論
争
」
が
あ
り
ま
し
た
▼
当

時
高
校
生
の
私
の
記
憶
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
た
っ
た
１
人
で

「
ア
メ
リ
カ
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
手

を
引
け
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
姿
で
都

内
を
８
年
間
も
通
勤
し
た
金
子

全
は
単
な
る
神
話
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
前

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

と
原
発
を
廃
炉
に
す
る
予
算
の

増
加
を
望
み
ま
す
。

南
光
支
部
　
し
お
か
う

　

　

　

今
年
の
夏
は
イ
ベ
ン
ト
盛
り

沢
山
。
５
日
間
の
夏
期
休
暇
、

大
事
に
使
お
う
と
思
い
ま
す
。

中
央
支
部
　
嵐
の
コ
ン
サ
ー
ト
行
き
ま
す

　

　

　

中
学
生
の
い
じ
め
が
大
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
中
学

生
～
高
校
生
に
か
け
て
は
メ
ン

タ
ル
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
は
大
き
く

な
っ
て
も
手
が
か
か
る
し
、
悩

み
も
多
い
。
親
が
守
ら
な
け
れ

ば
誰
も
守
っ
て
く
れ
な
い
と

思
っ
た
。

中
央
支
部
　
に
ゃ
ん
吉
郎

徳
好
さ
ん
で
す
。
そ
の
後
、「
ベ

ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民
連
合

（
通
称
、
ベ
平
連
）」
を
知
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
個
人
を
中
心

と
し
た
、
大
き
な
運
動
で
す
。

そ
し
て
、
労
働
組
合
な
ど
の
平

和
団
体
、
市
民
団
体
、
政
党
の

大
き
な
運
動
も
▼
「
ベ
平
連
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
ど
こ
へ
も

入
る
と
こ
ろ
の
な
い
人　

い
っ

し
ょ
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！
」
が

あ
り
ま
す
。
労
働
組
合
は
、「
旗

の
下
に
」
集
ま
り
ま
す
。
で
も
、

怒
り
は
あ
っ
て
も
、
所
属
組
織

が
な
い
市
民
は
、
ど
う
に
も
入

り
難
い
の
が
集
会
、
デ
モ
行
進

や
「
運
動
」
▼
そ
し
て
、
今
、

国
会
前
な
ど
を
埋
め
尽
く
す
の

は
、
多
く
の
市
民
、
そ
し
て
学

生
で
す
。
労
働
組
合
は
何
処
に

旗
を
立
て
て
い
る
の
か
、
と
い

う
厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
過
去
も
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
今
も
、
お
互
い
に
刺

激
し
合
っ
て
、
同
じ
目
標
で
頑

張
る
時
で
す
。
戦
争
法
案
絶
対

反
対
！ 

（
は
）

７
月
号
パ
ズ
ル

７
月
号
パ
ズ
ル

　

７
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
25
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
７
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

は
な
び（
二
戸
支
部
）、
星
、

う
み（
以
上
、
一
戸
支
部
）、

嵐
の
コ
ン
サ
ー
ト
行
き
ま
す
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
、
に
ゃ
ん

吉
郎（
以
上
、
中
央
支
部
）、

ト
ド（
中
部
支
部
）、
ベ
ガ
、

お
菓
子
大
好
き
♡（
以
上
、
磐

井
支
部
）、
ク
タ
ク
タ
ナ
ー
ス

（
大
船
渡
支
部
）



❶

❷

● ●  開会13：30　閉会12：00　❶ ❷  開会13：30　閉会12：00　

9月17日㈭～18日㈮
会場　ホテル 森の風 鶯宿　　

10月24日㈯～25日㈰
会場　ホテル 紫　苑 　　　

９月の予定
２日（水）〜３日（木）
	 看護要求実現全国交流集会（越後湯沢温泉）
12日（土）	 ストップ戦争法案9.12岩手県民集会（盛岡市・中津川河川敷）
12日（土）〜13日（日）	
	 県医労女性部バスツアー（山形）
17日（木）〜18日（金）	
	 フレッシュセミナー①（森の風鶯宿）
19日（土）	 いわて労連定期大会（自治会館）
26日（土）	 支部長会議（県民会館）
27日（日）〜28日（月）	
	 2015年度共済推進全国交流集会（沖縄）

同会場でフレッシュセミ
ナーを開催しています。
会議終了後は、合流し
交流を深めましょう。

会場  つなぎ温泉ホテル紫苑会場  つなぎ温泉ホテル紫苑会場  つなぎ温泉ホテル紫苑

2015年10月24日㈯
13：30～16：30

青年部

青年部長・書記長会議

10月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

９
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

１日（木）	 県医労女性部長会議（水産会館）
３日（土）〜４日（日）
	 いの健第10回東北セミナー	in	岩手（紅葉館）
10日（土）	 県医労第154回中央委員会（エスポワールいわて）
17日（土）〜18日（日）
	 日本医労連第47回全国精神交流集会（石川県）
22日（木）	 いのちまもる10・22国民集会（日比谷野音）
24日（土）	 県医労青年部長・書記長会議（ホテル紫苑）
24日（土）〜25日（日）
	 県医労フレッシュセミナー②（ホテル紫苑）
31日（土）〜１日（日）
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）


